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福田政行さんと美月ちゃん・雅治くん

（紹介は２ページです）

《温根湯地区・平里》
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自由に我が道を行く人になって欲しい

【ご家族紹介】
前列左から～長男の雅治くん(６)、長女の美月ちゃん(８)

後列左から～お母さんの由佳理さん(38)、お父さんの政行さん(37)

作付内容：秋小麦、春小麦、白花豆、小豆、甜菜、玉葱、赤玉葱を

　　　　　約36㌶作付けしています。

　

春
風
の
心
地
よ
い
季
節
と
な
っ
た
４
月
中
旬
、

福
田
さ
ん
の
お
宅
を
訪
ね
る
と
、
学
校
の
参
観
日

を
終
え
た
美
月
ち
ゃ
ん
と
雅
治
く
ん
が
お
出
迎
え

し
て
く
れ
ま
し
た
。
長
女
の
美
月
ち
ゃ
ん
は
算
数

の
勉
強
が
大
好
き
な
小
学
２
年
生
で
す
。
最
近
は

家
の
手
伝
い
を
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
、
お
母
さ

ん
が
「
と
て
も
助
か
っ
て
い
る
よ
」
と
言
う
と
、

に
っ
こ
り
笑
顔
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
将
来
は

看
護
師
に
な
り
た
い
と
照
れ
く
さ
そ
う
に
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

長
男
の
雅
治
く
ん
は
ポ
ケ
モ
ン
と
読
書
が
大
好

き
な
小
学
１
年
生
で
す
。
最
近
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
を
聞
く
と
「
自
転
車
に
乗
る
こ
と
！
」
と
元
気

よ
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
玉
ね
ぎ
の
苗
取
り
な

ど
農
作
業
を
手
伝
う
雅
治
く
ん
は
将
来
、
お
父
さ

ん
の
手
伝
い
を
し
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
！

　

２
人
は
普
段
、
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
多
く
、
喧

嘩
を
す
る
時
も
あ
り
ま
す
が
と
て
も
仲
良
し
で
す
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
好
き
な
と
こ
ろ
を
聞
く

と
「
お
父
さ
ん
は
優
し
い
！
お
母
さ
ん
は
可
愛

い
！
」
と
大
好
き
な
気
持
ち
が
た
く
さ
ん
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
♡
美
月
ち
ゃ
ん
の
顔
は
お
父
さ
ん
似

で
す
が
性
格
は
お
母
さ
ん
譲
り
で
お
し
と
や
か
、

雅
治
く
ん
の
顔
は
お
母
さ
ん
似
で
す
が
お
父
さ
ん

譲
り
の
明
る
い
性
格
で
す
！
そ
ん
な
姉
弟
に
ご
両

親
は
「
周
り
に
流
さ
れ
ず
、
自
由
に
我
が
道
を
行

く
人
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

特
集

４

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

第
19
回

 

き
た
み
ら
い
農
業
協
同
組
合

                       
通
常
総
代
会

玉ねぎ定植、
       順調にスタート！
～努力の報われる年を願って～

　４月中旬から当ＪＡの各地で、玉
ねぎの定植作業がスタートしました。
昨年の定植作業は天候が順調に推移
したため例年になく早いスタートでしたが、今年は平年
並みとなりました。
　今年度18㌶の作付けを予定している、きたみらい玉葱
振興会副会長の雅楽川英行さんは19日から定植作業を開
始しました。２月の播種後、順調に生育した極早生品種
や早生品種などの苗が手際よく移植機に積み込まれ、
次々と圃場に植え付けられていきました。
　雅楽川さんは「昨年は干ばつで苦労したが、今年は豊
作で需給のバランスがとれ、生産者の努力が報われるよ
うな秋を迎えられれば」と話しました。
　当ＪＡ管内の玉ねぎ作付面積は約4,600㌶、収穫量は
26万7,000㌧を見込んでおり、定植は５月中旬ごろまで
続く予定となっています。

▲移植機に苗を積み込む様子
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特 集
事
業
報
告
並
び
に
事
業
計
画
含
め
提
出
議
案
８
件
承
認

第
19
回
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
　
通
常
総
代
会
を
終
え
る

▲報徳善行賞を受賞した齊藤邦夫さん（置戸）

▲総代会の様子

▲▼議案説明する越田常務（左）、髙橋常務（右）、監査報告する南代表監事（下）

▲議長を務めた井上一味さん（置戸・左）と
　加藤英樹さん（北見・右）

▲農協功労表彰を受賞した西川会長

▲特別優良表彰を受賞した当ＪＡ（大坪組合長）▲議案に挙手で賛成を表明する総代のみなさん

▲開会挨拶を述べる大坪組合長

　

総
代
会
の
開
催
に
先
立
ち
、
北
海
道
報

徳
社
よ
り
健
全
な
農
業
経
営
の
構
築
な
ど

長
年
の
功
績
を
称
え
、
齊
藤
邦
夫
さ
ん

（
置
戸
地
区
）
が
「
報
徳
善
行
賞
」
を
受

賞
さ
れ
、
大
坪
広
則
組
合
長
よ
り
賞
状
な

ど
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
全

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
４
月
12
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
昨
年

同
様
、
総
代
に
対
し
書
面
議
決
で
の
応
対
を
依
頼
し
た
中
、
北
見
市
の
ホ
テ
ル
黒
部
で
第

19
回
通
常
総
代
会
を
開
き
、
総
代
３
７
７
人
（
本
人
９
人
、
代
理
０
人
、
書
面
議
決
３
６

８
人
）
が
出
席
し
ま
し
た
。
提
出
し
た
８
議
案
全
て
が
可
決
さ
れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

中
が
実
施
す
る
２
０
２
１
年
度
農
協
功
労

表
彰
に
西
川
孝
範
会
長
、
特
別
優
良
表
彰

に
当
Ｊ
Ａ
が
選
出
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中

央
会
の
小
野
寺
俊
幸
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

賞
状
な
ど
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
代
会
開
会
に
あ
た
り
大
坪
組
合
長
は

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
世
界
的
に
も
認
識
が
高
ま

り
、
農
業
の
Ｄ
Ｘ
化
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

策
定
な
ど
、
生
産
現
場
に
も
大
き
な
変
化

が
求
め
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
当

Ｊ
Ａ
と
し
て
も
、
将
来
を
担
う
若
い
世
代

へ
と
生
産
基
盤
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、

再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
ク
リ

ー
ン
農
業
の
推
進
な
ど
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
組
合
員
の
皆
様
と
課

題
や
情
報
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
大
変
重
要
に
な
る
。
組
合
員
と
と
も

に
、
組
合
員
に
よ
る
、
組
合
員
の
た
め
を

基
本
に
第
５
次
地
域
農
業
振
興
方
策
並
び

に
中
期
経
営
計
画
を
着
実
に
実
践
し
、
き

た
み
ら
い
の
経
営
資
源
と
機
能
を
結
集
さ

せ
て
、
全
て
に
対
し
て
豊
か
さ
を
求
め
る

農
協
事
業
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
産
を
振
り
返
り
、

「
春
の
融
雪
が
順
調
に
進
み
平
年
並
み
の

植
え
付
け
と
な
っ
た
が
、
５
月
に
一
部
地

域
で
の
降
雹
と
豪
雨
、
６
月
か
ら
７
月
に

か
け
て
は
一
変
し
て
猛
暑
干
ば
つ
傾
向
と

な
っ
た
。
平
年
作
と
な
っ
た
品
目
も
あ
る

一
方
、
玉
ね
ぎ
や
馬
鈴
し
ょ
、
一
部
の
豆

類
で
は
平
年
を
下
回
る
収
量
実
績
と
な
っ

た
。
酪
農
・
畜
産
に
お
い
て
は
、
良
質
粗

飼
料
の
確
保
と
生
産
基
盤
確
立
に
向
け
た

積
極
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
前
年
を
上
回

る
生
乳
生
産
量
を
確
保
で
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
処
理
不
可
能
乳
発
生
回
避
に
向

け
た
年
末
年
始
の
生
産
抑
制
対
策
や
、
個

体
販
売
に
お
け
る
一
部
価
格
の
下
落
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
先
行
き
不

透
明
な
状
況
が
続
い
た
。
こ
の
よ
う
な
未

曾
有
の
環
境
下
で
も
、
被
害
リ
ス
ク
を
最

小
限
に
食
い
止
め
な
が
ら
、
安
全
・
安
心

な
農
畜
産
物
を
消
費
者
へ
安
定
供
給
で
き

た
の
は
組
合
員
の
皆
様
の
営
農
努
力
の
賜

物
で
あ
り
、
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
」
と

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
２
名
の
議
長
（
北
見
地
区
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の
加
藤
英
樹
さ
ん
と
置
戸
地
区
の
井
上
一

味
さ
ん
）
を
選
任
し
議
案
審
議
に
入
り
ま

し
た
。
定
款
の
一
部
変
更
や
令
和
３
年
度

事
業
報
告
・
剰
余
金
処
分
案
、
令
和
４
年

度
事
業
計
画
な
ど
８
件
の
議
案
が
審
議
さ

れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
、
令
和
３
年
度
の
農
畜

産
物
販
売
取
扱
実
績
は
計
画
比
22
％
増
の

４
９
１
億
42
百
万
円
と
報
告
さ
れ
、
令
和

４
年
度
の
農
畜
産
物
販
売
取
扱
高
は
４
１

８
億
36
百
万
円
と
す
る
事
業
計
画
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
齊
藤
専
務
の
閉
会
挨
拶
の
後
、

午
前
10
時
40
分
に
全
日
程
を
終
了
し
ま
し

た
。

▲閉会挨拶を述べる齊藤専務

総代からの質問・意見
　提案された議案について質問や意見はありま

せんでした。

第１９回総代会資料の一部訂正について

訂正箇所

　第19回総代会資料　Ｐ91下段

　＜７．経営管理　（１）施設計画　

　　③太陽光発電設備の取得内容について＞

　資産名　

　機械装置　太陽光発電設備・蓄電池設備工事

　　　　　　　　　　　　　　　補助残金額欄

　誤　363,070千円⇒正　260,428千円

　同　固定資産取得・補改修　合計欄

　誤　416,366千円⇒正　313,724千円

　組合員の皆様におかれましては、春耕期を迎
え大変忙しい毎日のことと存じます。この度の
第19回通常総代会において理事として承認さ
れ、その後の臨時理事会で新たな常勤体制も決
まり、不肖私が組合長の重責を引き受けること
となり、与えられた責務の重さを痛感している
ところであります。これまでの経験を活かし、
「全ては組合員のため」を基本に誠心誠意職務
を全うして参りますので、更なるご指導ご鞭撻
のほどよろしくお願い申し上げます。
　昨今の農業・ＪＡを取り巻く環境は大きく変
わりつつあります。特に、環境負荷軽減の側面
からも、昨年農水省で「みどりの食料システム
戦略」が策定され、生産現場にも大きな変化が
求められてくることが予測されます。こうした
時代の流れにもしっかりと対応しながら、組合
員皆様の営農に貢献していくことが、地域の活
性化にもつながります。第５次中期経営計画の
スローガンである「心と地域の豊かさを求めて」
を実現できるよう、役職員一同実践方策に取り
組んで参ります。
　さて、現在の世界情勢に目を向けますと、ロ
シアによるウクライナへの軍事侵攻によって燃
料が高騰しており、生産現場のコスト上昇や、
我々の日常生活への影響も懸念されることか
ら、一刻も早い停戦を願うばかりであります。
　また、新型コロナウイルス感染症は中々終息
の見通しがつかない状況でありますが、ＪＡ事
業を停滞させることのないよう、今後は感染予
防対策を徹底しながらコロナと上手く付き合う
ことでＪＡ事業運営との両立を図り、諸先輩方
が築き上げてきた生産基盤を次世代へしっかり
と引き継ぐためにも、若い世代がどのような状
況でも自信を持って誇れるような農業を目指し
ていければと考えております。
　今年も営農がスタートしておりますが、コロ
ナ禍が終息し、組合員皆様が安心して営農に専
念できるような環境となり、農作業事故や災害
もなく、素晴らしい年産になることをご祈念ご
期待申し上げ、就任にあたってのご挨拶と致し
ます。

就
任
の
ご
挨
拶

代表理事組合長

大　坪　広　則
　この度の第19回通常総代会で理事として選任
され、その後の臨時理事会において再度、代表
理事専務を拝命致しました。職責の重大さに身
の引き締まる思いではありますが、「組合員の
営農と生活を守り高める」の協同組合の理念の
もと、組合員皆様やきたみらい農協の更なる発
展を目指すべく、甚だ微力ではございますが、
専心努力する所存でありますので、今後一層の
ご指導、ご鞭撻のほどをよろしくお願い致しま
す。
　さて、組合員の皆様におかれましては、多く
の方が春の植え付け作業の折り返し地点、もし
くは一段落を迎えた頃と思います。皆様の営農
に対する取り組みには大変敬服するところであ
ります。農業を取り巻く環境では、新型コロナ
ウイルスが未だ終息に至らず、我々の日常も不
自由な生活が続いており、加えて、世界の様々
な要因により、農畜産物の状況は今までと一変
してきております。今後は「ポストコロナ」の
時代として、食料の安定供給を求める消費者の
意識の高まりを国内農業への理解と応援につな
げ、「我々は食料生産で国を支える」といった
誇りと自信を持ち、先人から継承してきた経験
と技術、そして現代のスマート農業による最先
端の科学と技術を融合させて、持続的な農業を
目指していかなければいけません。
　先般、当ＪＡが全国農業協同組合中央会から
特別優良表彰を頂いたところです。「集えひと
つに」のもと、８ＪＡが大同団結して20年目を
迎え、日本一の優良農協の受賞となりましたこ
とは、組合員の皆様、並びに関係機関の皆様の
当ＪＡ事業に対する深いご理解とご協力、また
職員の不断の努力の賜物であります。今後にお
いても、変化する農業情勢に対応し、組合員皆
様の期待に応えられる農協として、事業運営と
脱炭素等の環境への配慮、地域貢献にも積極的
に取り組んで参りますので、今後、より一層の
お力添えをよろしくお願い致します。
　結びとなりますが、組合員の皆様、ご家族の
皆様のご健勝と、農作業事故にはくれぐれも注
意して頂き、本年も豊穣の出来秋を迎えられま
すことを心からご祈念申し上げ、就任の挨拶と
させて頂きます。

組合員の期待に
応えられるＪＡを目指して
代表理事専務

齊　藤　和　雄
　この度の第19回通常総代会において理事とし
て選任され、当日の臨時理事会において常務理
事の職に不肖私が選任され、責務の重大さを痛
感し身の引き締まる思いであります。
　また、きたみらい農協の誕生から今日まで、
その礎を築き上げてこられました組合員・役職
員の皆様方、並びに多大なるご協力を頂きまし
た関係機関各位に対しまして敬意を表するとと
もに、あらためて感謝と御礼を申し上げます。
常務の職に就き、私自身まだまだ微力ではござ
いますが、組合員のために、組合員と共に、こ
れからもきたみらい農協がさらなる発展を目指
していけるよう努力して参る所存でございます
ので、今後とも組合員・役職員・関係機関の皆
様方にはご指導・ご鞭撻のほどをよろしくお願
い申し上げます。
　さて、農業を取り巻く情勢は刻々と変わりう
る中で、国では環境負荷軽減に資するべく、
「みどりの食料システム戦略」では環境に配慮
して肥料・農薬等の削減等が求められており、
個々の農家の肥培管理技術等が今まで以上に重
要になると思われます。
　一方、水田活用直接支払交付金見直しの法案
が提出されており、今後の地域農業の営農に影
響を及ぼすと危惧されますので、今後の動向を
注視して参りたいと思う所であります。
　そのような中、ロシアとウクライナの戦争に
より、今まで以上に肥料・飼料・燃油等生産資
材の高騰が懸念されており、その確保について
も農家経営に与える影響は計り知れない状況下
にありますが、役職員一丸となって今後生じ得
る影響を最小限に留めるよう努めて参りたいと
思います。
　また、コロナ禍における行動制限や、外食産
業・観光業界等での農畜産物の消費低迷が続い
ており、中でも生乳・砂糖・米が問題となって
いる現状ですが、1日も早くコロナ以前の日常
生活に戻り、消費が回復し、当組合の女性部・
青年部・フレッシュミズ・各生産組織の活動
も、感染対策をしっかりと行いながらコロナ以
前と同様に実施できることを願う所でありま
す。
　そのような中、今後とも組合員との対話を重
視し、組合員とともに様々な諸課題解決に取り
組みながら、組合員のために地域農業の持続的
発展を目指して参りたいと思います。
　最後になりますが、新任常勤役員の1人とし
て、会長・組合長・専務と共に役職員一丸とな
って、組合員の営農と生活を守り、期待に応え
られる・求められる農協事業運営に努力して参
る所存でございますので、組合員皆様には今後
ともご理解とご協力を宜しくお願い申し上げま
す。
　組合員皆様方には健康と農作業事故に留意さ
れ、令和４年度が災害もなく良い天候に恵ま
れ、豊穣の出来秋を皆様方と一緒に喜び合える
一年になることを御祈念申し上げ、就任のご挨
拶とさせていただきます。

組合員と共に
地域農業発展を目指して
常務理事

宮　下　尚　樹

「全ては組合員
  のため」の実践に向けて
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　この度、第19回通常総代会におきまして監事
に再任され、続く監事会において再び代表監事
の選任を受け就任致しました。あらためて、そ
の職務の重大さに身の引き締まる思いでありま
す。
　学識経験者の監事を２名に増員しながら、監
事定数が１名減となる新体制での監事会がスタ
ートして早３年が経ちました。新たな試みの中
で試行錯誤もありましたが、組織代表・学識経
験者それぞれの強みを活かしながら、新たな監
査体制を構築することができました。ここに、
任期満了によって退任されました宇野前常勤監
事・平川前監事・牧野前監事の諸氏におかれま
しては、多大なるご尽力を頂き感謝申し上げる
次第であります。
　さて、農業・農協を取り巻く情勢は、国内外
を問わず、どの時代にも厳しい状況の中にある
のが実情です。現在はコロナ禍やウクライナ情
勢など世界規模で激動の真っ只中ですが、その
ような中でも、先祖代々の農地を守り、若者た
ちが夢と希望を持ち続けられるような農業の基
盤づくりが、我々ＪＡ役職員の役目であると考
えております。
　先般、ＪＡきたみらいは特別優良農協表彰を
受賞し、「名実ともに日本一の農協」となりま
した。組合員の皆様方がこれまで農協に結集し
てきた賜物であり、役職員が組合員と地域を守
るために取り組んできた成果でもあります。こ
れから世代交代が進んでも、ＪＡきたみらいが
「日本一の農協」として果たすべき役割や社会
的責任を次の世代につなげるよう、今後とも
「全ては組合員等利用者のため」を念頭に置き
ながら、我々監事５名が共に、公正・不偏の立
場で監査業務を行うことにより、地域農業の振
興と農協事業運営の発展に貢献して参りたいと
考えておりますので、組合員皆様方のご協力を
宜しくお願い申し上げます。
　結びになりますが、本年、組合員ご家族の皆
様ならびに役職員の皆様方がご健勝で事故もな
く、本年の豊穣の出来秋を迎えられることをご
祈念申し上げ、就任のご挨拶とさせていただき
ます。

次世代への
継承を目指して
代表監事

南　　　博　敏
　この度、第19回通常総代会におきまして監事

に選任され、その後の監事会におきまして常勤

監事に就任致しました。

　私は、昭和62年に「北海道共済連」、現「Ｊ

Ａ共済連北海道本部」に入会し、以後36年間共

済事業に従事しておりました。その間、「ひ

と・いえ・くるまの総合保障」の提供を通じ

て、多くの組合員、またそのご家族の皆様にご

利用頂いていることに対しまして改めて感謝申

し上げます。

　これからはＪＡきたみらいの常勤監事とし

て、大坪組合長による新執行部体制のもと、南

代表監事、土山監事、大邑監事、北村監事の教

えを乞いながら、微力ではございますが、監事

の任務を精一杯果たしていく所存であります。

　監事の職務は、「理事の職務執行の監査」も

当然重要な役割ですが、「農業協同組合」とし

て、ＪＡが組合員との関わりをどのように深め

ているか、組合員がＪＡへの結集にどのように

取り組んでいるか、また、地域との関わりの中

で必要とされる組織として、どのような活動を

展開しているかなど、協同組合組織の基本的な

部分にも着目し、ＪＡ組織に特有の価値をどの

ように追及しているのかという点についても、

監事という立場から検証し実現できるよう後押

ししていくことも重要であると考えておりま

す。

　最後になりますが、本年も豊穣の秋を迎えら

れることと、組合員及びそのご家族、並びに役

職員の皆様のご健勝をご祈念申し上げて、就任

のご挨拶とさせて頂きます。３年間、どうぞよ

ろしくお願い申し上げます。

常勤監事
就任にあたって
常勤監事

鹿　野　信　男
　この度、第19回通常総代会において理事とし
て再任頂き、その後の臨時理事会にて常務理事
に就任致しました。
　これまでの９年間、組合員各位のご指導とご
協力によりましてその任を務めることが出来ま
したことに心より感謝申し上げますと共に、今
後、より一層組合員の皆様の負託に応えられる
様、努力して参る所存であります。
　近年はコロナ禍の脅威、自然災害の頻発、Ｓ
ＤＧｓへの関心の高まり、デジタル化など世界
規模での社会環境が変化しつつあります。加え
て、ロシアによるウクライナ侵攻によって国際
的な安全保障上の不安を抱えているのが現状で
あります。
　こうした中で日本における食料安全保障を確
立することの重要性を強く感じています。食料
基地北海道の一翼を担って、きたみらい産農畜
産物を安定的に届ける責任をこれからも果たし
て参りたいと思っております。また、心と地域
の豊かさを追求しつつ、環境貢献（地球環境改
善）、地域貢献（災害時における安心提供）を
コンセプトとして社会に向けた積極的な取り組
みを実践して参りたいと思います。
　農業経営に対しては、ＪＡきたみらいのスケ
ールメリットを最大限発揮しうる施設の再編集
約を実施し、また「経営資源の選択と集中」の
観点から業務の再編を行い、事業利益の伸長と
適正な事業管理を様々な角度から実践して参る
所存であります。
　時代の潮流を的確に捉え、俊敏に変化し続け
るＪＡであり続けることが重要であり、そのた
めに組合員・地域・ステークホルダーである全
ての皆様に信頼され、愛されるＪＡとなるよう
努力して参ります。
　結びに、本年が組合員の皆様にとってご健勝
で素晴らしい一年となります様ご祈念を申し上
げ、就任のご挨拶に代えさせて頂きます。

時代を先読みし、
柔軟に変化し続けるＪＡを目指して
常務理事

髙　橋　　　優
　この度の第19回通常総代会において理事に再
任いただき、同日行われた臨時理事会において
信用事業担当常務に就任いたしました。身に余
る職責ではありますが、組合員の皆様の生活と
営農活動を側面からしっかりと支えて参りたい
と思いますので、今後ともご指導ご鞭撻のほど
よろしくお願い致します。
　さて、令和４年度は第16回通常総代会でご決
議いただきました第５次地域農業振興方策並び
に中期経営計画の実践４年目となります。金融
共済部門では計画に基づき各支店の人員削減な
ど実践して参りましたが、農協事業を取り巻く
信用事業の環境は新型コロナ蔓延防止対策やロ
シアのウクライナ侵攻などもあいまって世界的
な規模での経済の低迷、日銀の低金利政策長期
継続による利ザヤの大幅な縮小、制度資金など
国の融資支援拡充による組合員に対してのＪＡ
資金融資事業の減少が見込まれるとともに、共
済事業においても少子高齢化によって加入者の
減少による長期共済保有高の減少、ネット保険
などを含めた国内外の保険業界との競争激化な
ど経営環境は大変厳しい環境にあります。
　また、昨年11月に第30回ＪＡ北海道大会が開
催され、『北海道550万人と共に創る「力強い
農業」と「豊かな魅力ある地域社会」』として
第28回大会から設定したＪＡグループ北海道の
将来ビジョンを一部見直したうえで継承し、デ
ジタル技術を活用した生活様式・働き方など、
新たな兆候が生まれている中で、改めて対話に
よって「ＪＡ運営の好循環」を目指す取り組み
について決議しました。コロナ禍やカーボンニ
ュートラルへの対応、ＳＤＧｓへの貢献や信用
事業・共済事業をはじめとしたＪＡ経営を取り
巻く事業環境への対応など、農業・ＪＡへの外
部環境が急激に変化していることを踏まえ、令
和６年度からスタートする第６次地域農業振興
方策並びに中期経営計画の策定をこれから組合
員の皆さんと危機感を持った対話を通じて創り
上げていく貴重な期間となります。
　ＪＡの健全性確保と地域社会の活性化に貢献
できる信用・共済事業を目指してＪＡサポータ
ーの拡大を図り、幅広いニーズに対応した事業
推進によって地域の方々に選ばれる存在を目指
し、“出向く推進”による事業展開を目指して
いくことが不可欠な取り組みであると確信して
います。
　今後においてもＪＡを取り巻く環境が厳しく
なることが予想されますが、非力ながらも誠心
誠意努めて参りますので、皆様のご支援とご協
力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

ＪＡの健全性の確保と
地域社会の活性化に
貢献できる信用・共済事業を目指して
常務理事

越　田　喜　裕
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退
任
の
ご
挨
拶

日本一の
監事会を目指して６年
前・常勤監事

宇　野　広　勝

東地域
端野地区

沼﨑　 佳代

　６年前に、当時西川組合長からお誘いをう
け、初めての単身赴任で当地に参りました。私
の心の支えになったのが、西川前組合長が、日
頃から口にしていた「日本一の農協を目指そ
う」という言葉でありました。当時、監事会に
おいて和田前代表監事をはじめ、各監事が組合
長の言葉を受けて「日本一の監事会を目指すこ
と」に致しました。
　そのため、
①経営と監査は両輪であり、忖度せず、耳の痛
　い話を経営者に伝えること。監事は先を見据
　えながら組合のリスクを語ること。
②組合にとって、一番不幸なことは横領や着服
　の不祥事の発生であり、その未然防止等の監
　査を行うこと。
③監査を通じて、職員のレベルアップにつなげ
　ること。
を目指すこととして参りました。
　幸い、私の在任期間中において、きたみらい
玉葱振興会が第50回日本農業賞大賞や第60回農
林水産祭において天皇杯を受賞し、さらに、Ｊ
Ａ全中から運営の優れた農協として令和３年度
特別優良表彰を受けるなど、名実とも日本のＪ
Ａの中でトップリーダーの一つになりました。
取引先、消費者の関係者各位のご指導とご鞭撻
の賜物であり、また、組合員・役職員の努力に
敬意を表します。
　しかしながら、トップリーダーになり、その
立場を維持することは並大抵ではなく、絶えず
イノベーションが必要になります。時代が大き
く変わる中で、新自由主義的な競争だけの世界
からＳＤＧｓ、カーボンニュートラル、みどり
の食料システム戦略をはじめとする環境等に優
しい社会、さらには、ロシアのウクライナ侵攻
等によるグローバル経済に頼るサプライチェー
ンの限界などによる食糧安全保障といった考え
方など、これまでのような既存の価値観ではな
く、新たな価値観をもって事業の組み立てを行
っていかなければ、社会から乗り遅れることに
なりかねません。
　厳しく小言を言う常勤監事にお付き合いを頂
いた役職員に感謝しつつ、ＪＡきたみらいが今
後ますますご発展するようご祈念を申し上げま
す。

新体制がスタート
３年間、一致団結し勇往邁進

　４月12日の第19回通常総代会において、新しい役員が選任されたことに伴い、同日の臨時理事会及び監
事会において向こう３年間の新執行体制が決定されましたのでお知らせします。（●は地域運営委員長）

会長理事

西川　孝範
（端野）

代表理事組合長

大坪　広則
（訓子府）

代表理事専務

齊藤　和雄
（北見）

常務理事

宮下　尚樹
（新）（北見）

常務理事

髙橋　　優
（学経）

常務理事

越田　喜裕
（学経）

理事（総務専門委員長）

林　　政則
（相内）

理事（営農専門委員長）

小野　洋一
（訓子府）

理事

●寺崎　　博
（端野）

理事

●伊藤　　稔
（温根湯）

理事

●齊藤　博行
（訓子府）

理事

澤山　一之
（留辺蘂）

理事

小野　俊浩
（北見）

理事

溝井　雅幸
（置戸）

理事

山内　幹司
（端野）

理事

伊藤　正一
（上常呂）

理事

平田　康弘
（新）（訓子府）

理事

堺　　信幸
（新）（置戸）

理事

穴田　惣一
（新）（上常呂）

理事

飯田　　紀
（新）（相内）

代表監事

南　　博敏
（訓子府）

常勤監事

鹿野　信男
（新）（学経）

監事

土山　清隆
（新）（端野）

監事

大邑　和治
（新）（温根湯）

監事

北村　好孝
（学経）

理 事

監 事

令和４年度参与紹介

東地域
北見地区

山崎 ゆかり

東地域
北見地区

米森　　 弘

南地域
訓子府地区

岩本　 直樹
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Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
西
支
部
は

４
月
５
日
、
日
本
ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
㈱

北
見
営
業
所
と
安
部
鉄
工
所
の
２
店
を

訪
問
し
、
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
青
年
部
員
31
人
が
参
加
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策

と
し
て
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ホ
ラ
ン
ド
で
は
ト
ラ
ク
タ
の

整
備
方
法
や
農
機
の
紹
介
、
見
学
を
行

い
、
安
部
鉄
工
所
で
は
溶
接
の
注
意
点

や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
聞
き
、
溶
接
の
体

験
も
行
い
ま
し
た
。
部
員
か
ら
質
問
も

多
く
挙
が
り
、
活
発
な
学
習
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

同
支
部
の
大
関
涼
雅
支
部
長
は
「
溶

接
や
農
機
の
整
備
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
勉
強
に
な
っ
た
。
学
ん
だ

こ
と
を
営
農
に
活
か
し
、
事
故
に
気
を

つ
け
て
こ
れ
か
ら
の
農
作
業
に
あ
た
っ

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲メンテナンス方法を学ぶ部員

▲溶接体験の様子

〜
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
西
支
部
〜

溶
接
や
整
備
方
法
な
ど
を
学
習

　

当
Ｊ
Ａ
の
外
国
人
技
能
実
習
生
９
人

が
一
昨
年
の
３
月
に
来
北
し
て
か
ら
早

２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
２
年
で

様
々
な
作
業
に
従
事
し
た
実
習
生
は
、

今
春
で
３
年
目
を
迎
え
技
能
実
習
２
号

と
し
て
最
後
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
も
図

ら
れ
、
昨
年
同
様
玉
ね
ぎ
や
て
ん
菜
の

補
植
、
サ
ラ
タ
マ
や
ペ
コ
ロ
ス
の
収
穫

な
ど
技
術
習
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

実
習
生
は
、
４
月
20
日
か
ら
相
内
地

区
の
㈱
豊
田
ラ
イ
ズ
フ
ァ
ー
ム
で
水
稲

の
播
種
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て

行
う
作
業
で
し
た
が
、
真
剣
な
眼
差
し

で
説
明
を
聞
き
作
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

作
業
し
た
実
習
生
の
ハ
ー 

テ
ィ　

ト
ゥ
エ
ッ
ト 

ス
オ
ン
さ
ん
は
「
残
り

の
期
間
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
！
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

６
月
中
旬
頃
に
は
２
期
生
の
３
人
を

迎
え
、
こ
れ
か
ら
１
年
間
、
組
合
員
圃

場
や
農
協
施
設
で
様
々
な
作
業
を
行
う

予
定
で
す
。

▲ベタがけを教わる実習生（右）

▲ポットを運ぶ様子 ▲床土入れの様子

１
期
生
の
外
国
人
技
能
実
習
生
が

　
　

 　
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
！

▲移植作業を行う様子

▲苗の積み込み作業の様子

　

き
た
み
ら
い
酪
農
振
興
協
議
会
は
４

月
22
日
、
当
Ｊ
Ａ
訓
子
府
地
区
事
務
所

で
第
19
回
通
常
総
代
会
を
開
き
、
代
議

員
26
人
（
内
委
任
状
９
人
）
来
賓
１
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
同
協
議
会
の
中
島
英
樹

会
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
広

ま
っ
て
２
年
以
上
が
経
ち
、
現
在
も
脅

威
は
続
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
２
年

間
も
振
興
会
と
し
て
の
活
動
が
で
き
て

い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
い
ま
も
先

の
見
通
せ
な
い
世
情
で
あ
る
が
、
次
年

度
以
降
も
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
齊
藤
和
雄
代
表
理
事
専
務

は
来
賓
挨
拶
と
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
長
期
化
も
日
常
と
な
り
、
活

動
を
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
が
、
き
た
み
ら
い
酪
農
振
興

協
議
会
の
益
々
の
発
展
と
飛
躍
を
願
っ

て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
役
員
改
選
と
な
り
ま
し
た

が
、
令
和
４
年
度
も
現
任
の
中
島
会
長

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
議
事
で
は
令
和

４
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
案
の

設
定
な
ど
議
案
５
件
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

▲開会挨拶をする中島会長

▲総代会の様子

〜
第
19
回
き
た
み
ら
い
酪
農
振
興
協
議
会
総
代
会
〜

議
案
５
件
可
決
、

　

 

現
任
の
中
島
会
長
再
任
さ
れ
る

平
年
作
以
上
を
目
指
し
、

　
　

 

て
ん
菜
移
植
作
業
順
調

　

き
た
み
ら
い
管
内
で
は
、
て
ん
菜
の

移
植
作
業
が
４
月
下
旬
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。
今
年
は
雪
が
多
い
年
で
し
た
が
、

春
先
の
気
温
が
上
が
り
雪
解
け
も
順
調

に
進
み
、
地
域
ご
と
に
差
は
あ
っ
た
も

の
の
例
年
よ
り
早
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。

　

北
見
地
区
で
畑
作
三
品
と
、
小
豆
を

約
39
㌶
栽
培
す
る
き
た
み
ら
い
て
ん
菜

振
興
会
副
会
長
の
引
地
隆
之
さ
ん
は
、

今
年
て
ん
菜
の
作
付
け
を
約
11
㌶
予
定

し
て
お
り
、
４
月
24
日
か
ら
作
業
を
始

め
ま
し
た
。
引
地
副
会
長
は
「
昨
年
度

は
干
ば
つ
で
苦
労
し
た
年
と
な
っ
た
が
、

今
年
度
は
作
物
に
と
っ
て
好
天
が
続
き
、

平
年
作
以
上
と
な
る
よ
う
作
業
し
て
い

き
た
い
。
コ
ロ
ナ
で
経
済
は
先
の
見
通

せ
な
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
消
費
者
に

美
味
し
い
作
物
を
届
け
た
い
」
と
今
年

度
の
営
農
に
向
け
て
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
今
年
度
、
き
た
み
ら

い
管
内
全
体
で
は
約
３
，
３
０
０
㌶
の

作
付
け
、
取
扱
量
は
約
19
万
㌧
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
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vol.13協同組合ネット北海道

　協同組合とは何でしょうか。皆さんが所属しているＪＡはもちろん農業協同組合ですし、利用

している方も多いであろうコープさっぽろは生活協同組合です。そのほか、漁協や森林組合も協

同組合です。やっている事業は様々ですが、それらに共通しているのは一人では解決出来ない共

通の課題を、みんなで集まって力を合わせ（出資をして）、事業を通じて解決しようとする組織

である、という点です。

　現在、協同組合のこうした特質は、世界の様々な課題解決のための重要な手段として注目され

ています。ＳＤＧｓの達成に向けた重要な担い手の一つとしても期待されていますし、ドイツの

ライファイゼンという協同組合（信用協同組合）は世界文化遺産に指定されています。「現在、

注目されている」といいましたが、実は少し前から、です。経済のグローバル化、新自由主義的

思想が大勢を占め、その負の側面が強まっていくもとで、協同組合に期待が寄せられるようにな

りました。国連は2012年を「国際協同組合年」として、世界的に協同組合の意義を発信するため

の様々な活動が行われました。日本においても様々な活動が行われましたが、そのひとつに「協

同組合同士の連携を強めるための取り組み」がありました。

　日本には様々な協同組合がありますが「協同組合の仲間」として繋がっていたかといえばそう

ではありませんでした。お互いによく知らない、さらにいえば、似たような事業を行うライバル

としての側面もあります。協同組合の意義を発信していこうという時に、その内部が自分達のこ

とを良く知っていなかったら、発信出来るはずがありません。そこで、全国では地域の様々な協

同組合の交流を図るためのネットワーク組織が作られました。

　残念ながらその後、多くは活動が停滞しています。そのような中で、北海道は改めて2020年６

月に「協同組合ネット北海道」をＪＡグループの他、道漁連や北海道森林組合連合会、コープさ

っぽろ、北海道労働金庫、北大大学院農学研究院など18団体で組織しました。行動指針を「ゆる

やか・あいのり・やってみる」としています。あまり大きな理想だけを掲げても何も動き出せま

せん。まずは出来るところからやっていきましょう、という考え方です。私はこうした「ゆる

い」考え方のほうが強みを発揮出来るのではないかと考えています。

　協同組合ネット北海道ができたから、すぐに何かできるわけではありません。全ての土台は地

域の人たちの暮らしです。地域で暮らす人たちの日常の中で、どんなところに共通のニーズがあ

るのか。それを見つけ出し、その解決に向けてそれぞれの協同組合が得意な事業を組み合わせて

いく。地域の課題を見つけ出し（課題発見機能）、それの解決手段をもった組織と繋いでいきなが

ら（組織コーディネート機能）、課題解決のためのプロジェクトを立ち上げていく（プロジェクト

マネジメント機能）。そうした機能を備えていくことで今の農村が抱えている課題を自分達で少し

ずつ解決していくことに繋がっていくのではないでしょうか。そうした期待を持っています。

「やりたいことに 　　　　
   チャレンジしませんか！」

北見地区・美里

斉藤 未来さん（40歳）

み　く

　今回はフレッシュミズの斉藤副会長に登場いただ

きました。

　20年ほど前に周りの農家の影響で釣りに興味

を持ち、どんどんハマっていきました。農繁期

を除き、川釣り・船釣り・秋アジ釣り・ワカサギ

釣りなど一年中釣りを楽しんでいます。

　釣りは計画したその日から始まっていて、準

備が何よりの楽しみです。そして、釣った魚は

自分で捌いて刺身などに。美味しい水で育った

魚は本当に美味しいですよー！

　でも釣りの一番の魅力は、仲間と一緒に楽し

めることです。仲間たちと「チームレイクマス

ター」というフィッシングチームを作り、約10

人のメンバーで誘い合って活動しています。幅

広い年代で交流ができ最高です！！

▲海上での一枚（１番左が井上さん）

置戸地区・豊住

（53歳）

井上　　一さん

はじめ

◆出身、結婚に至るまでは？
　網走市出身で、高校卒業後は市内の一般企
業で働いていました。友人の知り合いからの
紹介で夫と出会い、優しい性格に惹かれお付
き合いをスタート。１年経たずに結婚が決まり、
現在小６、小４の元気いっぱいな女の子に囲
まれて賑やかな毎日を過ごしています。
◆ご自身はどんな性格だと思いますか？
　基本的にはマイペースですが、自分が決め
たことは周りがなんと言おうがやり切る！我
が道を行くタイプなので、頑固な一面もあり
ます…。
◆趣味、特技は？
　編み物が好きで、バッグや子ども用の帽子
をよく編みます。子ども達にミッキーの帽子を
編んでディズニーランドに行ったことが印象
的で、良い思い出となってます。世界に一つし
かないオリジナル感があるのも編み物の良い
ところです。
◆組織活動の魅力は？
　フレミズ活動を通して物づくりや工場見学
など個人ではなかなか経験できない様々なこ
とにチャレンジできます。また、農家の奥さん
同士、仕事や子育ての情報交換ができること
も魅力の１つですね！
♦今後の抱負は？
　今年こそは今まで通りのフレミズ活動が再
開できればいいなと思います。プライベートで
は家族旅行に行きたいです！あとは、４月から
端野小学校に通っている子ども達に楽しい学
校生活を送ってほしいと願うばかりです☆

仲間と過ごす時間は
最高！
仲間と過ごす時間は
最高！
仲間と過ごす時間は
最高！
仲間と過ごす時間は
最高！

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之
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各組織からの加入案内
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2021

農
業
用
廃
プ
ラ
回
収
の
ご
案
内

　本年の廃プラ回収につきまして、次の

日程で行います。受入日時・場所や排出

区分など確認の上、持ち込み願います。

　なお、未洗浄農薬空容器は再生処理が

できないため、洗浄済みのものと比べ約
10倍の処理費用が掛かります。空容器、

空袋は洗浄して排出をお勧めします。

　○受入区分

　・農ビ類　・農ポリ類
　・未洗浄農薬空容器
○受入時間

　・午前　９:00～12:00

　・午後　13:00～15:30

※これまで数か所で受入しておりました
　が、各施設において老朽化や狭小スペ
　ースでの作業等による安全面を考慮等
　の理由から、今年度より１か所のみで
　の受入とします。

▲産業廃棄物運搬車の表示が義務化されております

※注意事項
●農耕用廃タイヤ、ビニールホー
　スの回収は秋に行います。

第３回 理事会報告
　４月20日、午前９時00分より第３回定例理事会が開
催され、報告事項12件、決議事項６件が協議され、原
案通り承認されました。
　
【報告事項】
①令和４年度監事監査計画について
②内部監査（経営定期点検）報告について
③組合員状況報告について
④財務状況報告について
⑤令和４年度理事に対するクミカン貸越極度額の設定
　に係る報告について
⑥Ｒ３年産共計玉ねぎの選果販売状況について
⑦独自生乳緊急対策の実績報告（年度末）と生乳生産
　状況について
⑧令和４年度用途別原料乳価格の決定について
⑨次期生乳安定生産対策に係る取り進めと契約推進上
　明らかとなった対応方向について
⑩Ｒ４年度燃料事業正組合員向け利用促進奨励施策に
　ついて
⑪購買部門連休対応について
⑫組織機構の変更について
　
【決議事項】
①行政庁に対する業務報告書について
②外部出資の増口について
③役員退職慰労引当金の取崩し及び退職慰労金の支給
　について
④簡易暗渠施工機導入台数決定について
⑤規程類の改正について
⑥理事報酬の配分について

お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本）

感染症の基本と対策②　感染症の予防について

下記の通り、高齢者相談業務の担当者を変更いたします。
よろしくお願い申し上げます。

担当：辻本　修子

携帯：090-2691-3493

地区：北見・相内
　　　上常呂・端野

担当：榎本　明莉

携帯：090-2690-0674

地区：温根湯・留辺蘂
　　　置戸・訓子府

　当ＪＡコントラグループはこの度、カルビーポテ
ト㈱が主催する2021年度生産者キャンペーン表彰式
の先進的取組の部で表彰されました。各地域で目覚
ましい生産実績を挙げた生産者や先進的に取り組ん
だ事例などを対象に表彰しており、当ＪＡの令和３
年度に取り組んだ加工馬鈴しょにおける収穫から選
別までの一貫した収穫体系の構築と打撲率低減が評
価されました。
　今回の取り組みは、シブヤ精機㈱、カルビーポテ
ト㈱、ＭＳＫ農業機械㈱の手厚いサポートのおかげ
で成果をあげることができました。今後も組合員の
労働力不足解消を念頭に置いた事業運営を展開して
いきます。

▲表彰されたコントラグループ職員一同

コントラグループの取り組みが表彰
～加工馬鈴しょの収穫体系構築等が評価～

日　程 受入場所

西相内　　　　　　　

小麦乾燥調製貯蔵施設

６月８日（水）

６月９日（木）

６月16日（木）

６月17日（金）



　　  年こそ良質な牧草とデントコー

　　　ンが沢山とれます様に頑

張ります。昨年は日照りで量が

少なくて残念でした。

　　  うやくあたたかくなってきました。

　　  お散歩するのが楽しみです。

2223

Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

４月号まちがいさがしの当選者

応 募 方 法

　４月号のまちがいさがしの答えは「４、５、６、９、11」

でした。正解者31名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「黒酢が入っ

た玉ねぎドレッシング」と「玉ねぎポン酢」をプレ

ゼント致します。

（　　　）内は地区名

・西川　日郷さま（端　野）・齊藤　優玖さま（置　戸）
・舘野　清志さま（端　野）・濱田　正光さま（訓子府）
・佐藤　房江さま（端　野）・長谷川統万さま（訓子府）

　答えが解った人は、別紙の応募用紙に
答え（番号）と広報誌へのご意見・ご感想を
記入してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「白
花豆シーザードレッシング」と「麦まるごと
うどん」２袋をプレゼント致します。

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

　今年の冬は灯油やガソリンの高騰でお財布にも厳しい冬

でしたが、やっと暖房がいらない時期になりましたね。の

んびり散歩しながら桜やつくし、緑色の景色を眺めている

　　 と、春になったんだなーと実感します。

　昨年は一番牧草はよかったものの、その後の干ばつが非

常につらかったですね。輸入飼料も高騰しているので、今

年こそは質、量ともに良い飼料作物が育つことを願ってお

ります。

（置戸地区　齊藤　優玖さん）

（端野地区　佐藤　房江さん）

よ 今
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和４年４月13日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,608人

5,888人

903戸

117,226百万円

14,216百万円

4,866百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

ホタルイカと新ゴボウの炊き込みご飯切り昆布の煮込みハンバーグ

・５月となり春らしい陽気を感じられるようになりましたが、朝晩

　の寒暖差が大きく体調を崩されてはいませんか？春作業の真っ只

　中でお忙しい時期ではありますが、体調管理・農作業事故に気を

　つけて作業をお願いします！

・４月末現在で、求人アプリ「ｄａｙｗｏｒｋ」を利用した組合員

　さんと労働者のマッチング率は約93％でした。収穫作業に向けて

　利用を検討してみませんか？　　　　　　　　　   （苧毛　鈴奈）

❶Ａの材料を鍋で合わせ、ひと煮立ちさせて

冷ましておく。

❷ホタルイカは目とくちばしを取り除く。新

ゴボウはささがきにし、水にさらしておく。

❸米をとぎ、ざるにあげて20分置く。

❹炊飯器の釜に①、②、③を入れ、さらに20

分置く。

❺炊飯器のスイッチを入れ、炊き上がったら

よく混ぜ合わせ皿に盛り付ける。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（４人分）◆
…………………………………………300g

……………………………280ml

………………………………大さじ1

…………………………………大さじ1

…………………………………大さじ1

………20杯程度

……………………………………1/4本

米

Ａだし汁

　かつおだし

　しょうゆ

　みりん

　料理酒

ホタルイカ（ボイルしたもの）

新ゴボウ

❶新ジャガイモはさいの目に切って水にさらしておく。
マッシュルームとスライスチーズは半分に切る。ス
ナップエンドウは下ゆでし半分に切っておく。
❷ボウルにＡを入れ、粘りが出るまでよく混ぜ合わせ

４等分し成形する。
❸フライパンにオリーブ油、ニンニク、新ジャガイモ、
マッシュルーム、②のハンバーグのパテを入れ、中
火で両面を焼き上げる。
❹③のフライパンにＢを入れふたをし、中火で10分煮
込む。ハンバーグに①のスライスチーズをのせ火を
止める。
❺皿に④を盛り付け、スナップエンドウとパセリをあ
しらい出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（４人分）◆
　

……………………300g
………30g

　
……1/4個

………………………大さじ1
…………………………………3g
…………………………小さじ1

……………………中2個
……………………4個

…2枚
…………………4本

Ａハンバーグのパテ
　合いびき肉
　切り昆布（細かく切る）
　タマネギ
　（粗みじん切りにする）
　料理酒
　塩
　みそ

新ジャガイモ
マッシュルーム
スライスチーズ（溶けるタイプ）
スナップエンドウ

　
………………120g

………………………………60ml
…………………………………適宜

…………………………適宜
…小さじ1/2

………………………大さじ1
……………………小さじ1

………………………大さじ1

………………………適宜
……………………大さじ2

……………………………1片

Ｂトマトソース
　カットトマト缶
　水
　塩
　こしょう
　顆粒（かりゅう）だし
　みりん
　しょうゆ
　料理酒

ドライパセリ
オリーブ油
ニンニク


